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株式会社進研アド マーケティングリサーチ部

中村浩二

大学入試で今起きていること
ー大学入試の現状と求められる高大接続

高校教員のための大学進学セミナー
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自己紹介

1990年㈱福武書店（現ベネッセ
コーポレーション）入社。
高校の教育支援に携わった後、
㈱進研アド九州支社勤務を経て、
2017年よりBetween編集長。
2022年より、マーケティングリサーチ部
主席研究員
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セミナーの趣旨をふまえて私からお伝えすること

生徒
保護者

大学等

大学の
今を伝える

高大接続の
充実を図る

認証評価
≒大学等に対して組織的な教育の改善・向上を促す

外部からの働きかけ

大学が変化
その変化を高校と共有することで

高校
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入試の現状に課題を感じているのは高校も大学も同じだが、“何が課題か”は異なる

志願者数減少で
入試の競争緩和が進行

新課程入試で
生徒の学習負担が増大

大学

２
０
２
５
年
度
入
試

ヤバイヨ
ヤバイヨ

高校 ドウシヨウ
ドウシヨウ

大学入試で今起きていること
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学外配布 禁止

加工 禁止

【大学側の視点】 国公立大の2024年度一般選抜志願者数は前年度並み

国公立大
一般選抜志願者数の推移

※文部科学省「国公立大学入学者選抜確定志願状況」より
※国際教養大学、新潟県立大学、叡啓大学及び芸術文化観光専門職大学は独自日程による試験実施のため含まない

千人

（入試年度）

共通テスト
導入

共テ
受験者数は

増加
平均点は
ダウン

さらに
減少センター試験受験者数の減少

・現役：18歳人口減少
・既卒：共テ導入前の安全志向

＋
センター平均点ダウン
による出願見送り

転換期

競争緩和が進行

共テ受験者数は
減少したが、
国公立大志願者
数は減らなかった
23年度：423,180人
24年度：423,260人

共テ受験者
数は減少
平均点は
アップ

共テ受験者
数は減少

平均点はアップ

前年度
並み
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学外配布 禁止

加工 禁止

【大学側の視点】 大学群別では、難関10大学の志願者数が増加

国公立大 一般選抜志願者指数 大学群別

（入試年度）

難関国立10大：北海道大、東北大、
東京大、東京工業大、一橋大、
名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、
九州大

ブロック大：筑波大、千葉大、
横浜国立大、新潟大、金沢大、岡山大、
広島大、熊本大、東京都立大、
大阪公立大

共テ導入の影響で
共テ志願者数及び
受験者数が減少

共テ平均点は
大幅ダウンも

前年度の反動により
難関・ブロック大において
志願者数が増加

競争緩和により
“格差”が拡大

全体の志願者数は
増加

全体の志願者数は
減少

（2021年度の志願者数を100とした指数）

指数

全体の志願者数は
前年度並み

“格差”が
継続

※各大学発表のデータをもとに豊島継男
事務所が集計した値（確定志願者数）
を使用
※独自日程の国際教養大学、新潟県立
大学、叡啓大学、芸術文化観光専門職
大学と、 静岡県立農林環境専門職
大学を除く
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【大学側の視点】 私立大の2024年度一般選抜志願者数は前年度並みと予測

私立大
一般選抜志願者数の推移

千人

（入試年度）

3,044
（予測値）

※文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」より
※2024年度志願者数は、ベネッセ入試結果調査の志願者数対前年指数98.7を用いて予測

入学定員管理厳格化

コロナ禍の影響など
により併願校数を

絞り込む

合格者数の絞り込み

→併願校を増やして
合格可能性を高める

→実質倍率が上昇
のサイクル

超安全志向で
挑戦校への出願を

見送る
さらに
減少

転換期

競争緩和が進行
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学外配布 禁止

加工 禁止

【大学側の視点】 約76％の大学が２年連続で志願者数が減少もしくは伸び悩んでいる

私立大 一般選抜志願者数 増減パターン分析
（2022～2024年度における３か年志願者数の増減に着目した分類）

※豊島継男事務所調べ526校のうち３か年の志願者数データがある516校を分類

私立516大学を分類

志願者数の増減

A 100人以上増加

B ＋99～－99人

C 100人以上減少

2023年度入試においては
どちらかがA：27.5％

どちらもBもしくはC：72.5％
であった（527校集計）
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学外配布 禁止

加工 禁止

【高校側の視点】 平均点はアップしているが、共通テストが難易度の高い試験であることに変わりはない

大学入学共通テスト 予想平均点

５－８文系 ５３６点（対前年 ＋４点）
５－７理系 ５５９点（対前年 ＋８点）

５教科予想平均点 900点満点

※ベネッセ/駿台 データネット集計より
※データネット最終集計値を基に、データネット実行委員会で推定した900点満点での平均点
※対前年は前年度の共通テストの予想平均点との比較

（点）

（入試年度）
センター試験 共通テスト

2024年度入試では
文理ともに５教科平均点は
アップしたが、
センター試験と比べて
難易度の高い試験である
ことは変わらない
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学外配布 禁止

加工 禁止

【高校側の視点】 共通テスト利用私大においては、大学の合格目標偏差値50を境に志望状況が異なる

共通テスト利用私大 データネット志望状況

※ベネッセ/駿台 データネット集計より
※表中の値は前年の志望者数を100としたときの指数
※全体の対前年指数95を基準に、＋5ポイント以上はピンクの網掛け、－5ポイント以下はブルーの網掛けにしている
※極端に大きい、あるいは小さい指数がある。これは対象となる募集単位が少ないためである
※改組等により、前年比較ができない募集単位は新規の募集単位として志望者数を集計している
※B判定値は合格可能性60％ラインの偏差値

大学の
合格目標
偏差値

50
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【高校側の視点】 新課程共通テストでは、『情報Ⅰ』が新たに出題されるなど受験生の学習負担は増大

教科 新課程共通テストで何が変わる

国語
試験時間を10分延長

（80→90分、近代以降の文章を１大問追加）

数学
数学②の試験時間を10分延長

（60→70分、選択解答する項目が２→３に増加）

地歴
公民

旧課程にはない「公共」や、
「歴史総合」「地理総合」を出題

情報 『情報Ⅰ』を新たに出題

※主な内容を抜粋



11

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

【高校側の視点】 国立大の一般選抜では95.5％の募集単位が「情報」を必須で課す

※ベネッセコーポレーション調べ
※2023年11月上旬時点の大学公表情報を基に作成

共通テスト「情報」の扱い
（国立大、公立大は一般選抜。私立大は共通テスト利用方式）

国立大（一般） 公立大（一般） 私立大（共テ利用）

は必須で課す割合



12

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

【高大接続】 学びの先にある「なりたい自分」の解像度向上が、これからの高大接続のカギ

＜何が問題＞ ＜どう解決＞

基礎的な学び

なりたい
自分

学びの
積み上げ

勤勉さ

選抜

基礎的な学び

なりたい
自分

逆
算

ビジョン

接続

ICTや
他人の
助け

ICTや
他人の
助け

学習意欲や
学習濃度などの

低下

ドロップ
アウト
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【高大接続】 「なりたい自分」の解像度を上げるには、「ビジョン、プロセス、エビデンス」の３点が重要

理想
（抽象）

現実
（具現化）

建学の精神

ディプロマ・ポリシー
（育成したい人間像）

ビジョン

プロセス

エビデンス

概
念

言わんと
することは
わかる

体
感

理
解

行って
みると
わかる

自分の
（生徒の）
成長が
イメージ
できる

？
ブラックボックス化

学びの先にある

高校生
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【高大接続】 大学選びにおいて「成長」は重要なキーワードになってきている
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【高大接続】 大学の教育改善に関して、認証評価で求められるレベルは段階的にアップしている

※サイクルは大学基準協会の場合

2004年

2011年

第１サイクル

第２サイクル

第３サイクル

第４サイクル

2018年

2025年

自己点検評価の実質化
（セルフチェックが大学に根付く）

認証評価で求められるレベルの変化

学習成果を基軸に据えた
内部質保証の重視とその実質性を問う評価

学習成果の可視化は
努力目標

学習成果の把握を
求める（義務）

教員側が何をしている
か（教員側目線）で
はなく、学生にどんな力
が身に付いたかを出発
点（学習者視点）に
大学の教育改善や
質保証の取り組みを

評価

７年

７年

７年
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【高大接続】 学びの先にある「なりたい自分」でつながる高大接続が課題解決の糸口

大学

高校

なりたい
自分

自学の教育の
よさを

高校に伝える

大学とつながることによって

高校で
学ぶ目的が
シャープになる
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